
















要約:母子歯科保健の課題として(1)4 ・ 5 歳児の歯科健康管理の充実、(2)市町村レベル

と都道府県レベルの歯科保健事業の連携、(3)母子健康手帳における歯・口腔に関する欄

の活用の 3点が改善すべき事項と考えられた。(1)に関しては北海道木古内町で、(2)に関

しては鹿児島県においてそれぞれの地区、地域をモデルとして研究に着手し、問題点が浮

かび上がってきた。(3)に関しては 3 歳未満の歯科保健事業への参加の重要性が明らかに

なるとともに、昭和 62 年から使用されるようになった母子健康手帳の記入に関して不便

な点が浮かび上がってきた。今後、それぞれの課題について問題点を明瞭にし、その改善

策について検討を継続する予定である。


